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要 旨

本研究では，学生の言語聴覚士（ ，以下 ）イメージの学年による変化，および，実習の

満足度やバイザーから受けた指導内容と イメージとの関連について調査を行った．

イメージの 親しみやすさ 力本性 社会的望ましさ の評価が，新入生および 年生では，他の学

年より有意に高いことが示された．また，実習を経験した 年生の イメージは，実習施設の満足度，モデ

ル・目標の存在，実力の発揮や，バイザーの指導の明確さ，一貫性，手かがりの提示，レポート指導の丁寧さ

との相関が認められた．

これらのことから，実習を通した学生の経験の質によって イメージはポジティブに変わりうることが示

され，職業イメージの形成に実習指導のあり方が重要な役割を持つことが明らかとなった．
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【はじめに】

医療系の学校に入学する学生は，他の領域の学生

に比べ比較的自分が将来進む進路に対して目的意識

がはっきりしていると考えられる．また，医療職に

は多くの知識や技術を駆使する力が求められると同

時に，専門職としての適切な態度が求められる．そ

の一方で，社会環境の変化により，学生が明確な目

的意識を持って医療関係の学校に進学することが難

しいという現状がある．そうしたなかで，医療職を

目指す学生は，専門職種に対しどのようなイメージ

を抱いて入学し，それがどのように変化していくの

であろうか．

学生にとって，これからなりたいと考えている職

種に対するイメージが好ましいほど，職業意識や適

応感に好影響を与えるという報告がある．例えば，

関，明田 ）は，看護学生を対象に，看護師イメージ

を測定し，志望動機，職業選択，卒業後の就職希望

先と看護師イメージとの間に関連を見いだしてい

る．また，細見ら ）は，看護師イメージがポジティ

ブな学生ほど，現在の学習や生活への高い適応感を

もっていることを報告している．これらのことから，

学生の職業的アイデンティティの確立に向けてのサ

ポートを行う前提として，職種に対するイメージに

着目することは有効であると考えられる．

上に述べたように，医療職を目指す学生の中でも

看護学生を対象とした先行研究は数多く見受けられ

るが，言語聴覚士（以下， ）の養成課程に在籍す

る学生を対象とした研究は少ない． 養成教育上



の問題点を見いだす上でも，学生の イメージが，

学年とともに，どのように形成されていくのか，ま

た，それに影響を及ぼす要因を明らかにする必要が

ある．

看護学生の看護イメージについて調査した鶴田 ）

は，看護短大生 年生の看護師イメージを横断

的に調査し， 年生の方が 年生よりもポジティブ

なイメージを抱いていることを報告しており，江

口 ），真鍋ら ）の研究でも同様の結果が得られてい

る．また，板垣 ）は実習後のイメージはポジティブ

に変化することを報告しており，職業イメージに及

ぼす実習経験の重要性を指摘している．しかし，こ

うした結果は看護職養成課程の学生を対象としたも

のであり，それとは異なる医療職である 養成課

程の学生にも同様の傾向がみられるのかについては

明らかにされていない．

そこで，本研究では， 養成課程に在籍する

年生を対象に，学年が上がることにより イ

メージがどのように変化するのか， 年生の実習の

満足度や受けた指導内容が イメージの形成とど

のように関連しているのか，の 点を明らかにし，

今後の教育への示唆を得ることを目的とする．

【方法】

．被調査者 県内の 年制私立専門学校 養

成課程に在籍する 年次から 年次までの学生

名（男性 名，女性 名）であった．学年ごとの

内訳は 年次生 名（男性 名，女性 名）， 年

次生 名（男性 名，女性 名）， 年次生 名（男

性 名，女性 名）， 年次生 名（男性 名，女

性 名）であった．

．調査実施時期 年 月（予備調査），

月（本調査）

．調査用紙の構成

）予備調査質問紙 短期実習を終了した学生を対

象に，実習での経験やバイザーから受けた指導内容

についての自由記述を求めた．

） イメージ評定尺度 対人認知における基本

的次元を測定する林 ）の特性形容詞尺度のうち 項

目を用い， 法による 段階で評定させた．

）実習の満足度に関する評定 予備調査をもとに

作成した実習の満足度に関連した項目を評定する

項目（実習施設の満足度，モデル・目標の存在，実

力の発揮など）について 段階で評定を求めた．

）実習で受けた指導内容に関する評定 実習経験

についての予備調査をもとに作成した 項目（指導の

明確さ，一貫性，手かがりの提示，レポート指導の丁

寧さなど）についてそれぞれ 段階で評定を求めた．

．調査手続き 年 月の予備調査では，短期

実習終了後の学生に対して，実習での経験について

の自由記述を実施した（本調査の 年生が 年次に

記入）．本調査では 年生に対し， 年

月に イメージ評定尺度を実施した．また，

年次生については長期実習終了後の時期にあたり，

実習での経験についての評定もあわせて実施した．

．倫理的配慮 調査用紙は全員に配布し，他の調

査の結果との比較のために記名式としたが，調査へ

の参加は自由とし，実習や授業の成績には関係しな

いことを伝え，研究の主旨に同意を得た上で記入を

求めた．

．データの集計・分析方法 イメージについては

主因子法，バリマックス回転による因子分析を行っ

た．学年によるイメージの違いについては 要因

水準の分散分析を行った． 年次生の実習での経験

と イメージの相関についてはスピアマンの順位

相関係数を用いた．なお，本研究の統計学的有意水

準は全て ％未満とした．

【結果】

イメージの因子構造と因子得点

イメージ評定項目について因子分析を行った．

その際，因子数はこの尺度を用いた過去の研究結果

（林ら ），廣岡ら ））から判断し 因子とした．それ

ぞれ 親しみやすさ 社会的望ましさ 力本性

と解釈された．林 ）によれば， 親しみやすさ は

好感・親和などの社会・対人評価， 社会的望まし

さ は尊敬・信頼などの知的・課題関連的評価，力

本性 は意志の強さ，活動性の次元である（表 ）．
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． イメージの学年による変化

親しみやすさ は， ， 年生よりも 年生が

％水準で， 年生が ％水準で有意に評定が高い

という結果が得られた． 力本性 は 年生よりも

年生が ％水準で有意に評定が高いという結果が

得られた． 社会的望ましさ は 年生よりも 年

生が ％水準で， 年生が ％水準で有意に評定が

高いという結果が得られた（図 ，表 ）．

． 年生の イメージと実習での経験に関する

評定

実習の満足度に関係する項目では， 実習施設に

対する満足度 は， 親しみやすさ ， 力本性 と

正の相関を示し， もっと臨床実習をしたいと感じ

た は 力本性 と， 自分の力を発揮

できた は 社会的望ましさ と， モ

デルとなるような人がいた は 親しみ

やすさ と， になりたいという思い

が強くなった は 親しみやすさ ， 社

会的望ましさ との間にそれぞれ有意な

正の相関が認められた（表 ）．

次に，実習で受けた指導内容に関係す

る項目では， 学生に対する指示の明確

さ 事前事後指導 は 親しみやすさ
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表 イメージの因子分析結果

成分
【第 因子 親しみやすさ】
明るい 暗い
親しみやすい 親しみにくい
ユーモアのある ユーモアのない
親切な いじわるな
さっぱりした しつこい
感じのよい 感じの悪い
信頼できる 信頼できない
心のひろい 心のせまい

【第 因子 力本性】
積極的な 消極的な
まじめな ふまじめな
意志が強い 意志が弱い
意欲的な 無気力な
責任感の強い 無責任な
がまん強い あきっぽい
自信のある 自信のない

【第 因子 社会的望ましさ】
ひかえめな でしゃばりな
落ち着いた せっかちな
すなおな いじっぱりな
誠実な 不誠実な
知的な 知的でない

寄与率（％）
累積寄与率（％）

図 イメージの変化

表 イメージ評定の平均値と学年差

学年 平均値 標準偏差 標準誤差 多重比較（ ）
親しみやすさ 年 年

年 年

力本性 年

社会的望ましさ 年
年



と， うまくいかなかった

ときの手かがりの提示 は，

社会的望ましさ と，有

意な正の相関が認められ，

実習の見通しについての

アドバイス は， 親しみ

やすさ ， 力本性 ， 社会

的望ましさ いずれとも有

意な正の相関が認められ

た．指導の一貫性 レポー

トや報告書の指導 と，親

しみやすさ ， 社会的望ま

しさ との間に有意な正の

相関が認められた（表 ）．

【考察】

本研究では，特性形容詞

尺度を用いた質問紙調査を

実施し， 年次生の言

語聴覚士イメージを測定す

るとともに， 年次生の実

習での経験を評定する項目

と言語聴覚士イメージの相

関について検討を行った．

その結果， 年制の言語

聴覚士養成専門学校に在籍

する学生の言語聴覚士イメージは さっぱりした

しつこい ひかえめな でしゃばりな すなおな

いじっぱりな を除くすべての項目で評定が 段

階のうち 以上であり，全体的に好イメージ寄り

であることが明らかとなった．看護大学生を対象に

看護イメージを測定した工藤 ）は， 段階で 自

由な 以外すべての項目で 以上であり，全体的

に好イメージ寄りであることを報告しており，看護

と では領域は異なるが，今回の 養成校在学

生を対象とした イメージの調査では，それとほ

ぼ一致した結果が得られた．

次に， 年生の言語聴覚士イメージを横断的

に分析した結果，新入生の言語聴覚士イメージの評

定は他の学年と比較し有意に高く，ポジティブなイ

メージを持つという結果が得られた．その一方で ，

年生ではイメージが低下し， 年生はそれと比べ

て有意に評定が高く，ポジティブなイメージを持つ

ことが分かった．これは， とは異なる医療職で

ある看護職者養成の領域での結果 ）とほぼ一致す

るものであった．

イメージの改善がみられた実習経験後の 年生で

は， 実習施設に対する満足度 ， 実習中，自分の

力を十分に発揮できた ， モデル（目標）になる人の

存在があった ， バイザーの指導に一貫性があっ

た ， バイザーによる実習の見通し，手がかりの提

供があった といった実習の満足度や受けた指導内
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表 イメージと実習満足度に関する項目との相関

親しみやすさ 力本性 社会的望ましさ
実習施設に対する満足度 期

期
もっと臨床実習をしたいと感じた． 期

期
実習中，自分の力を十分に発揮できた． 期

期
自分のモデル（目標）になるような人がいた． 期

期
言語聴覚士になりたいという思いが強くなった． 期

期

表 イメージとバイザー評価との相関

親しみやすさ 力本性 社会的望ましさ
．実習生に対する指示が明確であった． 期

期
．うまくいかなかったときには，その原因を
一緒に考えてくれた．

期
期

．注意するだけでなく，どうすればよいか考
える手がかりを与えてくれた．

期
期

．実習の見通しについての手がかりを与えて
くれた．

期
期

．バイザーの指導には一貫性があった．
期
期

．レポートや報告書の内容について丁寧に指
導してくれた．

期
期

．個々の実習内容に取り組む前に事前指導を
してくれた．

期
期



容に関する項目の評定と イメージとの相関が認

められ，実習体験を通して， に対する認識を深

める過程で，職業イメージの形成に実習環境や臨床

実習者の実習指導のあり方が重要な役割を持つこと

が明らかとなった．

その一方で，イメージの低下がみられた， ，

年生については，これまで理想としていたイメージ

が，専門職種として要求される水準の高さ，難しさ

に直面し，より現実的なイメージへと変化したため

に，低下したことが考えられる．その後，実習を経

験することで，仕事の意義ややりがいを見いだした

ために，再びポジティブなイメージに変化したこと

が考えられる．

以上のことをふまえると，学生の専門職者への認

識の形成過程には，段階的な変化があるが，必ずし

も順序を追ってポジティブなイメージの形成へと進

むものではないと考えられる． ， 年次での職業

イメージの形成過程において，入学時とは異なる職

業意識の質的な変化や理想とするイメージと現実的

イメージとの葛藤を経て現実的イメージが強まるこ

とによるイメージの低下が考えられるため，職業ア

イデンティティの形成を含め，そうした質的変化を

捉えた，より詳細な検討が必要となる．また，施設

見学の導入や授業改善などを含め，学生の職業イ

メージに対する，理想と現実の葛藤を解消できるよ

うな学習環境づくりが必要となるだろう．

本研究では横断的な調査方法を用いたが， イ

メージが縦断的にどのように変化していくかを調べ

るとともに，理想の イメージから現実の イ

メージへの変化過程についても詳細に分析する必要

がある．また，本研究では，調査対象が 校の学生

のみで，対象者数が少なかったこともあり，既存の

形容詞対を用いて既存の次元に従って結果の集計を

行った．そのため， イメージに特有の因子を見

いだすには至っていない．今後調査範囲を広げ，

養成校の学生全般，および現職者が有する

に固有のイメージを検討することが課題である．

【文献】

）関 文恭，明田恭子 看護学科学生の看護婦に

対するイメージの要因分析．九州大学医療技術

短期大学部紀要 ， ．

）細見明代，川越清子・他 看護学生の看護婦イ

メージに関する研究 看護婦としての自己イ

メージと適応感 神戸市看護大学短期大学部紀

要 ，

）鶴田来美，工藤綾子・他 短大生の学年による

看護婦志向性と看護婦イメージに関する研究

順天堂医療短期大学紀要 ， ．

）江口 瞳，寺澤孝文・他 看護師イメージの因

子構造と学年進行による看護師イメージ得点の

変化．日本看護研究学会雑誌 （ ） ，

）真鍋淳子，野尻雅美・他 看護学生の看護婦イ

メージの研究 大学生と短大生の比較 看護教育

（ ） ，

）板垣恵子，小林淳子・他 基礎看護 実習

前後のイメージの変化 病院 患者 看護婦

看護のイメージ分析を通して 東北大学医療技

術短期大学部紀要 ，

）林 文俊 対人認知構造の基本的次元について

の一考案．名古屋大学教育学部紀要（教育心理

学科） ，

）林 文俊，大橋正夫・他 暗黙裡の性格観に関

する研究 個別尺度法によるパーソナリティ

認知次元の抽出．実験社会心理学研究 （ ）

，

）廣岡秀一，山中一英 対人認知次元の構造的変

化に関する縦断的研究 実験社会心理学研究

（ ） ， ．

）工藤由紀子，石井範子・他 看護大学生の看護

に対するイメージ 入学時における家族背景・

入学動機と卒業後進路志望との関連から 秋田

大学医学部保健学科紀要 （ ） ，

．

平成 年度 高知リハビリテーション学院紀要 第 巻




